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評
書

陳
垣
撰
野
口
善
敬
訳
註

『
訳
註
　
清
初
出
下
記
　
－
中
国
仏
教
の
苦
悩
と
士
大
夫
た
ち
一
』

柴

田

篤

　
『
清
初
僧
上
記
』
・
の
著
者
・
陳
垣
寒
く
一
八
八
○
～
一
九
七
一
）
は
、
近
代
中
国
を
代
表
す
る
歴
史
学
者
の
一
人
と
し
て
、
我
国
で

も
夙
に
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
著
は
今
日
ま
で
邦
訳
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
本
馬
著
は
要
垣
氏
の
研
究
業
績
を
具
体

的
な
形
で
紹
介
し
た
最
初
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
氏
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
論
説
も
余
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
書
の
内
容
批
評
に
入
る
前
に
、
翌
旦
氏
の
経
歴
・
学
問
・
著
書
に
関
す
る
参
考
文
献
を
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
す

る
。
先
ず
、
そ
の
生
涯
と
学
術
に
関
す
る
論
説
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
①
　
北
京
師
範
大
学
編
『
陳
垣
校
長
誕
生
一
百
周
年
紀
念
文
集
』
（
一
九
八
○
、
一
一
）

　
　
　
　
紀
念
陳
垣
校
長
百
年
誕
辰
壽
委
会
「
紀
念
陳
垣
校
長
誕
辰
一
百
周
年
」
、
察
尚
思
「
陳
同
志
的
学
術
貢
献
」
の
外
、
F
文
十
一

　
　
　
　
篇
、
詩
詞
五
首
、
及
び
後
掲
⑨
の
論
著
目
録
を
収
め
る
。

②㈹ω⑤⑥
劉
乃
和
「
陳
垣
同
志
勤
奮
三
一
生
」
ヒ
（
『
中
国
当
代
社
会
科
学
家
』
第
四
輯
、
一
九
八
三
、
三
、
書
目
文
献
出
版
社
）

曽
慶
瑛
「
現
代
三
寸
史
学
家
・
陳
垣
」
（
『
中
国
歴
史
学
年
鑑
』
一
九
八
一
年
版
、
一
九
八
一
、
九
、
人
民
出
版
社
）

呉
懐
棋
「
陳
書
先
生
在
歴
史
文
献
学
上
的
貢
献
」
（
『
史
学
史
研
究
』
一
九
八
四
－
一
、
一
九
八
四
、
三
、
北
京
師
範
大
学
）

票
睡
中
「
論
陳
垣
老
師
的
歴
史
避
諄
学
」
（
『
中
国
近
現
代
学
術
思
想
史
論
』
一
九
八
六
、
一
二
、
広
東
人
民
出
版
社
）

曽
慶
瑛
「
三
三
与
明
清
三
三
」
（
『
歴
史
棺
案
』
一
九
八
ニ
ー
二
、
一
九
八
二
、
五
）
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⑦
八
十
珊
「
葦
垣
先
生
和
近
代
医
学
」
（
『
北
京
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
）
』
一
九
八
三
一
六
、
一
九
八
三
、
一
こ

　
㈲
　
楊
弓
福
「
旧
懐
新
会
陳
先
生
対
我
的
教
導
」
（
『
読
書
』
一
九
八
一
－
七
、
一
九
八
一
、
七
）

　
次
に
、
そ
の
著
作
目
録
と
し
て
は
、

　
⑨
劉
乃
和
『
陳
垣
同
志
已
刊
論
著
目
録
高
年
』
（
一
九
八
○
、
一
〇
、
香
港
大
東
図
書
公
司
）

が
あ
り
、
膨
大
な
著
述
を
細
大
漏
ら
さ
ず
網
羅
し
て
い
る
。
ω
の
巻
末
所
収
も
同
じ
内
容
で
あ
る
。
著
述
の
中
、
単
行
本
を
集
成
し
た

書
物
は
、

　
㈲
　
　
『
働
転
書
屋
…
叢
刊
』
，
第
一
集
（
三
種
）
、
第
二
集
（
五
種
）
（
一
九
三
四
刊
、
影
印
重
刊
一
九
八
二
、
一
〇
、
北
京
師
範
大
学
出

　
　
版
社
）

で
あ
り
、
論
文
集
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

　
ω
　
　
『
陳
垣
学
術
論
文
集
』
第
一
集
、
第
二
集
（
一
九
八
○
、
八
二
、
中
華
書
局
）

　
⑫
　
　
『
陳
垣
史
学
論
著
選
』
（
一
九
八
一
、
上
海
人
民
出
版
社
）

　
㈲
　
　
『
陳
垣
先
生
近
三
年
史
学
論
集
』
（
一
九
七
一
、
一
一
、
在
葦
学
社
台
、
崇
文
書
店
）

　
⑳
　
　
『
陳
垣
史
源
学
雑
文
』
－
（
一
九
八
○
、
一
〇
、
人
民
出
版
社
）

　
こ
れ
ら
の
著
述
の
中
で
、
主
著
に
関
す
る
邦
人
の
書
評
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
⑮
　
　
『
元
西
域
人
爵
化
考
』
桑
原
隆
蔵
（
「
陳
垣
氏
の
『
元
西
域
人
二
化
考
』
を
読
む
」
『
史
林
』
九
一
四
、
　
一
九
二
四
、
一
〇
、

　
　
『
桑
原
隅
蔵
全
集
』
第
二
巻
所
収
）

　
㈲
　
　
『
明
季
潰
黙
仏
教
学
』
道
端
良
秀
（
『
支
邦
仏
教
史
学
』
四
－
四
、
一
九
四
一
、
一
、
同
誌
に
は
『
釈
氏
疑
年
録
』
の
簡
略
な

　
　
紹
介
も
あ
る
）

　
α
の
　
　
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
野
上
俊
静
（
『
東
洋
史
研
究
』
七
－
六
、
一
九
四
二
、
一
二
）

　
⑯
　
同
　
右
　
吉
川
幸
次
郎
（
『
図
書
』
一
九
四
二
、
八
、
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
三
巻
所
収
）

　
0
9
　
　
『
通
鑑
胡
注
表
微
』
愛
宕
松
男
（
『
集
刊
東
洋
学
』
　
一
、
一
九
五
九
、
五
）

　
ま
た
次
の
文
章
は
、
陳
垣
校
長
時
代
の
輔
仁
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
こ
と
も
あ
る
土
豪
氏
が
、
抗
日
戦
期
の
陳
垣
氏
の
著
述
に
つ
い
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て
論
評
し
た
も
の
で
、
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
『
明
季
潰
黙
仏
教
考
』
『
清
初
富
謹
記
』
『
南
宋
初
河
北
道
教
考
』
『
中
国
仏
教
史
籍
概

論
』
「
明
末
殉
国
陳
三
階
伝
」
「
書
毛
謝
鞘
先
侍
郎
府
君
生
辰
記
後
」
『
通
鑑
胡
注
置
微
』
外
二
篇
で
あ
る
。

　
⑳
　
方
豪
「
対
日
抗
戦
時
期
之
陳
援
庵
先
生
」
（
『
伝
記
文
学
』
一
九
－
四
、
一
九
七
一
、
一
〇
、
の
ち
⑯
所
収
）

　
　
更
に
、
歴
史
家
、
大
学
人
と
し
て
の
陳
垣
氏
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
次
の
論
考
が
存
す
る
。

　
⑳
　
増
淵
龍
夫
「
歴
史
の
い
わ
ゆ
る
内
面
的
理
解
に
つ
い
て
1
陳
垣
の
場
合
と
津
田
左
右
吉
の
場
合
一
」
（
『
近
代
史
学
研
究
会

　
　
会
報
』
七
、
一
九
七
二
、
の
ち
『
歴
史
家
の
同
時
代
史
的
考
察
に
つ
い
て
』
所
収
、
一
九
八
三
、
一
二
、
岩
波
書
店
）

　
㈱
　
安
藤
彦
太
郎
「
信
仰
・
学
問
・
愛
国
心
－
壷
井
と
輔
仁
大
学
一
」
（
『
変
革
と
知
識
人
一
建
設
期
中
国
の
思
想
と
学
問
一
』

　
　
一
九
五
二
、
一
〇
、
東
和
社
）

　
ま
た
、
抗
日
戦
期
の
北
京
で
陳
尊
卑
と
面
識
が
あ
っ
た
松
崎
鶴
雄
氏
が
、
次
の
書
の
中
で
、
印
象
を
記
し
て
お
り
、
当
時
の
陳
平
氏

の
風
格
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈱
　
松
崎
鶴
雄
『
呉
華
甲
風
』
（
一
九
八
○
、
三
、
出
版
科
学
総
合
研
究
所
）
所
収
「
中
国
の
士
君
子
の
書
斎
」
（
八
○
頁
）
「
広
東

　
　
雑
姐
」
（
一
〇
五
頁
）
「
北
京
の
文
化
人
」
（
一
七
五
頁
）

　
で
は
次
に
、
以
上
の
よ
う
な
文
献
を
参
照
し
な
が
ら
、
葦
垣
氏
の
経
歴
を
ご
く
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
本
書
執
筆
の
意
図
や
そ
の

性
格
を
理
解
す
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

【7
1

一

二

　
陳
垣
、
字
は
援
庵
、
光
緒
六
年
（
一
八
八
○
）
十
一
月
十
二
日
、
広
東
古
新
会
に
生
ま
れ
、
青
少
年
時
代
を
広
州
で
過
ご
す
。
や
が

て
、
列
強
に
よ
る
中
国
侵
略
と
封
建
制
瓦
解
と
い
う
激
動
の
時
代
の
中
で
、
反
言
革
命
闘
争
、
反
帝
愛
国
運
動
に
身
を
投
じ
、
『
時
事

画
報
』
等
の
編
輯
を
通
し
て
、
清
朝
打
倒
の
革
命
宣
伝
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
。
更
に
西
洋
医
学
導
入
の
為
、
同
志
と
光
華
医
学
院
を

設
立
し
、
自
ら
第
一
回
の
卒
業
生
と
な
る
。
卒
業
後
、
学
院
で
授
講
ず
る
傍
ら
、
診
療
に
従
事
し
、
医
薬
衛
生
関
係
の
文
章
を
多
く
著

し
、
医
学
史
の
研
究
に
も
力
を
注
ぐ
。
辛
亥
革
命
後
、
広
州
で
衆
議
院
議
員
に
選
ば
れ
て
か
ら
北
京
に
住
み
、
教
育
部
次
長
の
任
に
就



く
。
更
に
、
北
京
大
学
、
北
京
師
範
大
学
、
輔
仁
大
学
、
燕
京
大
学
芋
で
教
鞭
を
執
り
、
京
師
図
書
館
長
、
北
平
図
書
館
委
員
、
故
宮

博
物
館
理
事
国
故
宮
図
書
館
館
長
等
を
兼
務
す
る
。
一
九
一
七
年
に
『
元
也
里
可
温
教
生
』
を
発
表
し
て
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス

ラ
ム
教
・
マ
ニ
教
・
仏
教
・
道
教
等
の
宗
教
史
研
究
や
、
元
史
に
関
す
る
研
究
な
ど
を
行
い
、
次
々
に
論
著
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

歴
史
年
代
学
、
校
勘
学
等
、
歴
史
学
研
究
の
基
礎
と
な
る
文
献
学
的
書
物
を
も
数
多
く
著
し
て
い
る
。
曽
慶
瑛
③
に
よ
れ
ば
、
彼
の
こ

の
時
期
の
研
究
方
法
は
、
豊
富
な
資
料
、
事
実
の
確
証
、
緻
密
な
論
証
、
明
白
な
論
述
に
特
色
が
あ
っ
た
。
抗
日
戦
争
の
時
期
、
彼
は

輔
仁
大
学
校
長
と
し
て
北
京
に
あ
っ
て
、
軍
部
の
威
嚇
に
も
動
ず
る
こ
と
な
く
、
毅
然
と
し
た
姿
勢
を
貫
き
、
『
明
器
演
黙
仏
教
考
』

や
本
書
を
は
じ
め
と
し
た
、
生
涯
の
著
述
の
最
盛
期
と
評
さ
れ
る
篭
れ
た
業
績
を
残
し
て
い
る
。
中
国
共
産
党
に
よ
る
北
京
解
放
に
際

し
て
、
「
青
年
た
ち
と
一
緒
に
止
ま
っ
て
、
あ
た
ら
し
い
社
会
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
か
、
自
分
の
眼
で
み
て
み
よ
う
」
　
（
㈱
所
引
、

胡
耳
あ
て
公
開
状
）
と
決
意
し
た
陳
垣
氏
は
、
北
京
に
留
ま
る
。
こ
の
時
、
六
十
八
歳
。
以
後
、
彼
は
新
生
中
国
に
あ
っ
て
、
北
京
師

範
大
学
校
長
、
中
国
科
学
院
歴
史
研
究
所
所
長
、
中
国
科
学
院
哲
学
社
会
科
学
部
学
部
委
員
、
第
一
・
二
二
二
期
全
国
人
民
代
表
大
会

常
務
委
員
会
委
員
等
を
歴
任
す
る
。
一
九
七
一
年
六
月
二
十
一
日
、
病
気
の
た
め
北
京
で
亡
く
な
る
。
史
学
研
究
と
青
年
教
育
、
ま
た

文
化
行
政
に
そ
の
身
を
献
げ
た
生
涯
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一7
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さ
て
、
一
九
四
一
年
一
月
、
陳
垣
氏
六
十
歳
の
時
に
公
表
さ
れ
た
『
清
書
画
集
記
』
三
巻
は
、
明
朝
最
末
期
か
ら
清
朝
康
煕
年
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
そ

か
け
て
禅
門
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
謬
い
（
論
争
、
紛
争
）
を
取
り
上
げ
、
詳
細
な
論
証
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
年
に
発
表
さ
れ
た

『
明
季
増
感
仏
教
考
』
の
姉
妹
編
的
性
格
を
持
つ
。
本
論
は
十
の
謹
い
を
十
章
に
分
か
ち
、
全
体
を
三
巻
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
以

下
、
各
紛
争
の
中
味
を
略
説
し
な
が
ら
、
本
文
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
巻
一
は
「
済
洞
の
旧
い
」
、
つ
ま
り
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
の
間
で
な
さ
れ
た
三
つ
の
紛
争
を
問
題
に
す
る
。

　
第
一
章
「
『
五
二
厳
統
』
の
謹
い
」
は
、
臨
済
宗
の
費
流
通
容
が
『
漁
灯
会
元
』
に
基
づ
い
て
順
治
一
一
年
（
一
六
五
四
）
に
著
し

た
禅
宗
史
書
『
五
灯
厳
統
』
を
め
ぐ
る
紛
争
で
あ
る
。
紛
争
の
第
一
の
原
因
は
、
　
『
五
宝
嘉
元
』
で
は
青
原
行
思
－
石
頭
聖
遷
を
継



ぐ
者
と
さ
れ
て
い
た
天
皇
道
悟
以
下
の
世
系
を
、
南
岳
懐
譲
－
馬
祖
道
一
に
繋
げ
た
点
。
第
二
は
、
曹
洞
宗
の
無
明
慧
経
・
無
異
元

来
等
を
「
未
詳
法
嗣
」
の
項
に
列
し
た
上
、
慧
経
の
嗣
た
る
晦
台
元
鏡
、
閲
然
曲
説
、
永
覚
元
賢
の
三
派
を
載
せ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
前
者
に
よ
り
、
禅
宗
五
家
の
中
、
南
岳
下
に
臨
済
・
潟
仰
の
二
派
、
青
原
下
に
曹
洞
・
雲
門
・
法
眼
の
三
派
が
出
た
と
さ
れ

て
い
た
も
の
を
、
南
岳
下
に
四
派
、
曹
洞
の
み
青
原
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
後
者
に
よ
り
、
当
時
の
曹
洞
宗
の
僧
侶
た
ち
が
受

け
継
い
で
き
た
雪
颪
が
、
分
断
さ
れ
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
、
曹
洞
宗
に
と
っ
て
著
し
い
中
傷
と
受
け
と
め
ら
れ
、

臨
済
－
曹
洞
の
紛
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
著
者
は
、
紛
争
の
調
停
者
と
し
て
、
そ
の
無
意
味
さ
を
告
発
し
た

三
三
通
問
・
継
起
三
厩
や
、
雲
外
行
業
・
蒲
益
智
旭
等
の
発
言
を
引
き
な
が
ら
、
紛
争
の
顛
末
を
追
っ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
晦
山
『
天
王
碑
』
の
遭
い
」
は
、
順
治
末
年
で
幕
を
閉
じ
た
筈
の
『
五
明
厳
統
』
の
紛
争
が
再
燃
し
た
問
題
を
取
り
上
げ

る
。
費
隠
の
法
論
で
あ
る
水
鑑
慧
海
が
荊
州
城
南
の
天
王
寺
に
晦
山
戒
顕
撰
の
「
天
王
碑
」
を
建
立
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
費
隠

が
主
張
し
た
天
皇
道
悟
の
改
属
問
題
を
実
証
す
る
た
め
に
、
彼
と
は
異
な
る
石
頭
の
嗣
た
る
天
王
の
実
在
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
直
ち
に
曹
洞
側
か
ら
の
猛
烈
な
反
論
に
あ
う
。
著
者
は
、
，
洞
門
の
位
中
浄
符
の
『
法
門
鋤
先
』
を
引
用
し
て
、
署
長
を
諫

卑
し
た
石
亜
大
寧
や
三
遍
宛
舌
正
の
文
章
を
取
り
上
げ
、
丸
山
の
碑
文
に
関
す
る
細
か
い
考
証
を
行
っ
た
上
で
、
『
水
鑑
六
会
語
録
』
所

収
の
三
山
撰
「
荊
回
天
王
禅
寺
中
興
旧
記
」
の
信
愚
性
に
疑
問
を
差
し
挟
ん
で
い
る
。

　
第
三
章
「
『
孤
灯
全
書
』
の
諄
い
」
は
、
密
雲
円
悟
謬
伝
の
法
認
で
あ
る
言
質
超
永
が
康
煕
三
二
年
に
完
成
し
た
『
五
二
全
書
』
を

め
ぐ
る
紛
争
で
あ
る
。
争
点
は
、
曹
洞
宗
の
世
系
問
題
に
あ
っ
た
。
磐
代
洞
門
の
芙
蓉
廿
里
の
下
に
、
丹
果
子
淳
以
下
、
天
童
如
浄
に

至
る
五
代
が
あ
っ
て
、
鹿
門
自
覚
i
志
州
希
弁
に
繋
が
る
と
い
う
説
と
、
こ
の
五
代
を
削
る
説
と
の
対
立
で
あ
る
。
元
来
こ
れ
は
曹
洞

内
部
の
論
争
で
あ
っ
た
が
、
「
五
代
畳
出
」
を
主
張
す
る
後
者
の
立
場
に
立
つ
洞
門
の
拙
三
智
朴
ら
が
、
前
者
の
立
場
に
足
っ
て
『
五

灯
全
書
』
を
著
録
し
た
済
門
の
超
永
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
、
書
画
の
諄
い
と
な
る
。
こ
の
紛
争
に
関
し
て
著
者
は
、
≒
五
代
」
を
め

ぐ
る
両
説
を
引
き
な
が
ら
、
宋
の
南
渡
に
際
し
て
、
戦
火
と
分
裂
の
中
で
伝
灯
の
系
図
に
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
、

「
こ
れ
は
時
代
の
仕
業
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
五
灯
全
書
』
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
争
点
は
、
天
皇
改
版
問
題
で

依
然
『
五
三
三
三
』
の
考
え
方
を
踏
襲
七
た
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
巻
二
は
、
「
天
童
派
の
碧
い
」
で
、
臨
済
宗
密
雲
円
悟
の
弟
子
た
ち
の
間
で
な
さ
れ
た
四
つ
の
紛
争
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
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第
一
章
「
天
童
上
里
の
謹
い
」
は
、
密
雲
の
塔
銘
を
め
ぐ
る
紛
争
で
、
二
期
に
わ
た
る
。
第
一
期
は
、
密
雲
門
下
の
費
隠
軍
容
と
木

学
道
悉
と
の
間
で
な
さ
れ
る
。
密
雲
の
門
人
た
ち
が
徐
之
垣
（
碁
聖
）
に
塔
主
を
依
頼
す
る
が
、
華
華
は
嗣
法
の
弟
子
の
名
が
列
挙
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
攻
撃
し
た
。
こ
れ
は
木
陳
が
密
雲
に
成
り
代
わ
っ
て
付
卸
し
た
こ
と
に
対
す
る
非
難
で
あ
り
、
費
隠
の

木
上
に
対
す
る
強
い
不
信
感
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
と
、
著
者
は
論
じ
て
い
る
。
第
二
期
は
、
木
曽
と
、
同
門
の
漢
月
法
蔵
の
嗣
・
継

起
石
盤
と
の
間
で
な
さ
れ
る
。
密
雲
示
寂
十
七
年
後
に
、
今
度
は
木
陳
が
銭
謙
語
に
塔
銘
を
依
頼
す
る
。
銭
謙
益
は
大
の
器
量
嫌
い
で
、

碑
文
の
中
に
漢
月
に
対
し
障
り
の
あ
る
文
章
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
継
起
ら
の
反
感
を
買
う
こ
と
に
な
る
。
継
起
は
黄
緯
洲
に
漢
月
の

手
工
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
。
著
者
は
、
木
陳
の
塔
銘
依
頼
に
は
「
新
勢
力
を
籍
り
て
旧
勢
力
を
排
除
し
よ

う
」
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
方
、
梨
洲
を
立
て
て
謙
益
に
対
抗
す
る
と
い
う
継
起
の
見
識
に
は
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

　
第
二
章
’
「
密
雲
弥
布
』
扁
額
の
厚
い
」
は
、
費
隠
が
海
塩
金
粟
寺
に
住
持
し
て
い
た
時
、
白
魚
に
掛
け
て
い
た
「
密
雲
弥
布
」
の
扁

額
を
、
後
に
こ
こ
に
住
し
た
継
起
弘
儲
が
改
変
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
木
陳
が
こ
れ
を
非
難
攻
撃
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
木

陳
や
調
停
者
た
ち
の
書
簡
を
引
い
て
紛
争
の
顛
末
を
辿
り
な
が
ら
、
継
起
の
嗣
で
あ
る
熊
里
山
を
平
手
打
ち
に
し
た
木
陳
が
終
始
、
継

起
を
大
敵
だ
と
見
な
し
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
三
章
「
『
霊
巌
樹
泉
集
』
の
飼
い
」
は
、
継
起
の
『
泥
梨
集
』
に
対
し
て
木
摺
が
批
判
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
紛
争
で
あ
る
。

継
起
は
順
治
八
年
の
舟
山
の
役
に
連
坐
し
て
、
木
陳
と
共
に
東
甑
で
裁
判
を
受
け
処
罰
さ
れ
る
が
、
『
樹
田
田
』
は
そ
の
後
に
著
さ
れ

た
語
録
で
あ
る
。
著
者
は
先
ず
、
禅
僧
の
書
簡
な
ど
に
よ
っ
て
継
起
が
災
難
に
罹
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
木
鼠
の
継
起
糾
弾

の
書
簡
を
挙
げ
、
そ
の
批
判
の
仕
方
は
禅
僧
と
し
て
の
品
位
を
失
っ
た
も
の
で
、
常
軌
を
逸
し
た
行
動
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

　
第
四
章
「
牧
雲
『
贈
答
』
の
諄
い
」
は
、
漢
月
i
継
起
師
弟
を
攻
撃
し
た
『
五
論
』
と
い
う
書
物
の
刊
行
に
始
ま
る
紛
争
で
あ
る
。

こ
の
『
五
論
』
は
、
生
月
の
同
門
で
あ
る
層
雲
通
門
の
著
と
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
そ
の
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
。
木
陳
が
生
き
方

を
異
に
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
継
起
批
判
の
際
、
常
に
条
里
の
言
葉
を
援
用
す
る
点
、
　
『
五
型
』
の
論
調
が
星
雲
の
平
素
の
文
章
と
合

わ
な
い
点
、
木
陳
の
翌
月
批
判
の
文
章
と
似
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
こ
の
書
は
木
陳
を
声
援
す
る
た
め
に
、
誰
か
が
陣
雲
の
名
前
を
仮

り
て
刊
行
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
推
論
し
て
い
る
。
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最
後
に
巻
三
は
、
「
新
旧
勢
力
の
諄
い
」
で
、
清
朝
に
恭
順
し
た
木
陳
ら
新
勢
力
（
弐
臣
派
）
と
、
明
朝
に
忠
節
を
尽
く
そ
う
と
す

る
旧
勢
力
（
遺
民
派
）
と
の
対
立
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
第
一
章
「
雲
門
寺
雪
穴
塔
の
謹
い
」
は
、
密
雲
と
同
門
の
雪
嬌
円
信
を
祀
っ
た
塔
を
め
ぐ
っ
て
、
漢
月
の
弟
子
で
あ
る
具
徳
弘
礼
と

木
陳
と
の
間
で
な
さ
れ
た
紛
争
で
あ
る
。
雪
嬌
の
塔
が
あ
る
雲
門
寺
の
敷
地
が
、
具
徳
が
住
持
す
る
広
孝
寺
に
よ
っ
て
侵
犯
さ
れ
て
い

る
と
し
た
芸
当
が
、
読
響
を
厚
く
崇
敬
す
る
順
治
帝
の
詔
書
を
援
用
し
て
、
具
徳
及
び
そ
の
後
継
・
三
目
智
淵
を
攻
撃
し
た
事
件
で
あ

る
。
木
登
は
自
撰
の
『
禅
灯
世
譜
』
で
山
砦
の
名
を
削
除
し
た
が
、
後
に
順
治
帝
の
推
賞
に
よ
っ
て
増
糾
し
て
お
り
、
著
者
は
こ
の
謹

い
は
、
天
子
に
阿
り
、
そ
の
威
を
借
り
た
木
陳
の
巧
妙
な
遣
り
口
で
あ
る
と
し
、
当
時
彼
に
向
け
ら
れ
た
僧
俗
の
批
判
文
を
列
挙
し
て

い
る
。

　
第
二
章
「
平
陽
寺
御
書
楼
の
謹
い
」
は
、
順
治
帝
の
招
聰
に
応
じ
た
木
陳
が
、
下
賜
さ
れ
た
書
礼
を
蔵
め
る
為
に
「
御
書
楼
」
を
建

立
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
、
玉
林
通
票
ら
と
の
諄
い
で
あ
る
。
出
陳
の
応
召
に
つ
い
て
は
、
弟
子
を
含
め
て
様
々
な
非
難
が
集
中
し
た

が
、
著
者
は
多
く
の
詩
を
引
用
し
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
更
に
招
聰
に
対
し
て
固
持
し
続
け
た
上
に
心
な
ら
ず
も
赴
い
た
玉
林
と
、

応
召
後
権
勢
を
笠
に
着
た
木
陳
と
の
相
違
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
三
章
「
善
権
寺
常
住
の
諄
い
」
は
、
曹
洞
宗
の
百
愚
浄
斯
と
そ
の
弟
子
寒
松
影
操
が
住
持
し
て
い
た
善
権
寺
に
移
っ
た
玉
林
が
、

洞
門
の
勢
力
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
起
き
た
紛
争
で
あ
る
。
玉
林
は
、
い
わ
ば
寺
を
略
奪
し
た
わ
け
で
、
そ
の
後
、
善
権
寺

は
焼
き
打
ち
に
会
い
廃
嘘
と
な
る
。
著
者
は
、
木
陳
と
玉
林
に
対
し
て
、
　
「
抑
々
両
者
は
、
そ
の
性
格
を
全
く
異
に
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
新
勢
力
を
借
り
て
威
圧
す
る
こ
と
で
は
帰
を
一
に
し
て
い
る
。
」
　
（
一
四
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
、
全
三
巻
十
章
で
本
論
は
終
わ
る
が
、
著
者
は
続
い
て
「
記
余
」
　
（
余
談
）
を
書
き
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
論
が
門
戸
の

勢
力
争
い
の
み
に
終
始
し
て
い
た
為
、
宗
旨
学
説
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
若
干
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
遺
民
の
僧
同
志
の
黒
い
、

遺
民
の
僧
と
遺
民
と
の
怪
い
の
外
、
遺
民
で
遺
民
の
僧
を
批
判
し
た
事
例
な
ど
を
挙
げ
、
門
戸
の
た
め
で
な
い
「
道
義
分
諄
い
」
も
存

在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
諄
い
に
も
、
清
朝
に
従
う
か
否
か
と
い
う
問
題
が
反
映
し
て
い
た
と
見
て
い
る
。

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
概
略
見
て
き
た
の
で
、
次
に
そ
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
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四

　
本
書
の
第
一
の
特
色
は
、
荒
木
見
悟
博
士
の
「
序
」
や
「
訳
者
は
し
が
き
」
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
何
と
言
っ
て
も
従
来

綿
密
な
論
究
が
余
り
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
明
末
筆
初
禅
宗
史
の
解
明
に
、
確
乎
た
る
業
績
を
残
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
近
年
こ
の

分
野
の
研
究
は
徐
々
に
盛
ん
に
な
り
、
訳
者
も
そ
の
一
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
対
象
は
単
に
禅
宗
史
内
部
の
問
題
に
止
ま
っ

て
い
な
い
と
い
え
る
。
荒
木
見
悟
博
士
の
先
駆
的
業
績
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
末
世
初
の
思
想
史
は
、
一
口
に
儒
仏

道
三
教
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
極
め
て
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
思
想
の
絡
み
合
い
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
ま
た
、
仏
教
思
想
に
関
し

て
も
、
特
定
の
宗
門
・
宗
派
・
教
学
と
い
っ
た
単
一
的
な
観
点
か
ら
だ
け
で
は
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
明

清
期
の
歴
史
や
文
化
を
様
々
な
角
度
か
ら
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
の
仏
教
界
の
動
向
に
関
す
る
的
確
な
認

識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
の
時
代
の
仏
教
史
の
研
究
は
、
広
く
士
大
夫
社
会
の
情
勢
に
対
す
る
十
全
な
目
配
り
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
明
清
仏
教
史
に
関
す
る
陳
垣
氏
の
一
連
の
研
究
は
、
ま
さ
に
そ
の
意
味
で
貴
重
な
業
績
で
あ
り
、
今
日
に
お

い
て
も
一
度
は
通
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
文
献
で
あ
る
と
い
え
る
。
著
者
が
「
小
引
」
の
中
で
、
「
（
仏
教
の
）
語
録
中
に
記

さ
れ
て
い
る
遺
聞
逸
事
が
、
歴
史
書
の
欠
け
た
部
分
を
充
分
に
補
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
が
以
上
に

よ
う
な
視
点
を
明
確
に
意
識
し
た
上
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
従
っ
て
、
本
書
が
禅
門
の
紛
争
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
居
士
や
そ
の
他
の
士
大
夫
た
ち
の
思
考
や
行
動
に
細
心
の

注
意
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
，
明
清
勘
弁
の
激
動
の
社
会
を
生
き
た
人
々
の
多
様
な
姿
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
の
は
、
第
二
の
特
色
と
い
え
よ
う
。
儒
教
史
や
文
学
史
の
上
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
人
々
が
、
禅
門
の
黒
身
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
改
め
て
彼
ら
の
思
想
や
行
動
を
考
察
し
、
そ
の
位
置
付
け
を
は
か
る
上
で
重
要
な
観
点
を
提
供
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
禅
門
の
人
々
が
激
し
い
社
会
的
変
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
如
実

に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
挙
げ
る
べ
き
特
色
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
解
明
す
る
為
に
、
著
者
は
そ
の
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
博
く
渉
猟
し
駆
使
し

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
僧
謹
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
膨
大
な
内
典
外
典
の
資
料
の
山
か
ら
博
引
労
証
し
て
い
く
論
述
方

【7
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法
は
、
余
人
を
以
て
は
替
え
難
い
も
の
で
あ
り
馬
至
巧
な
職
人
芸
に
も
比
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
四
に
指
を
折
る
べ
き
特
色
は
、
こ
れ
は
本
書
の
趣
旨
と
い
う
意
味
で
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
訳
者
も
「
は
し
が
き
」
で
指

摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
清
貧
の
僧
謹
の
根
底
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
遺
民
派
と
弐
著
増
の
対
立
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
点
で

あ
る
。
満
州
族
支
配
と
い
う
清
初
の
社
会
情
況
の
中
で
、
禅
僧
が
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
選
び
取
り
、
更
に
士
大
夫
が
そ
れ
に
対
し
、

い
か
に
対
応
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
特
色
の
外
、
陳
垣
氏
の
原
書
は
、
巻
首
に
「
禅
家
五
家
宗
派
表
」
「
書
初
済
宗
世
系
表
」
「
清
初
洞
宗
世
系
表
」
「
明
清
間

僧
諄
年
表
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
文
に
登
場
す
る
僧
侶
た
ち
の
位
置
関
係
を
見
る
上
で
大
変
参
考
に
な
る
。

　
さ
て
、
以
上
、
本
書
の
特
色
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
を
列
挙
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
に
著
者
の
分
析
と
論
述
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
筆
者
が
い
さ
さ
か
疑
問
に
思
う
点
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

五
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先
ず
第
一
に
、
野
末
書
初
禅
門
の
紛
争
・
論
争
を
と
り
上
げ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
専
ら
門
戸
の
勢
力
争
い
に
力
点
が
置
か
れ
、

全
体
と
し
て
宗
旨
論
争
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
い
ま
ま
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
確
か
に
、
　
「
鳥
撃
」
の
中
で
若

干
そ
の
点
に
言
及
し
て
は
い
る
が
、
本
論
十
謹
の
分
析
に
お
い
て
、
そ
の
点
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、
再
挙
の
第
一
章
で
密
雲
の
塔
銘
を
め
ぐ
っ
て
漢
月
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
際
著
者
は
、
密
雲
－
漢
月
の
師

弟
間
に
お
け
る
臨
済
宗
旨
論
争
に
つ
い
て
一
切
言
及
し
て
お
ら
ず
、
訳
者
が
注
㈱
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
黄
梨
洲
の
獄
吏
塔
銘
を

引
用
し
な
が
ち
も
、
師
弟
論
争
に
触
れ
た
部
分
に
関
し
て
は
全
く
削
除
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
黄
氏
の
銘
が
銭
謙
辞
の
密
雲
塔
銘
に
対

抗
し
て
そ
の
漢
月
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
論
証
す
る
目
的
で
引
用
し
た
も
の
で
、
当
該
部
分
は
直
接
関
係
が

な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
密
雲
－
漢
月
の
宗
旨
論
争
の
根
底
に
あ
る
も
の
あ
た
り
か
ら
、
そ
の
後
の
紛
争

を
見
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
視
点
を
欠
い
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
著
者
は
木
陳
や
銭
謙
益
に
対
し
て
は



極
め
て
批
判
的
で
、
漢
月
派
で
あ
る
継
起
と
黄
梨
洲
の
立
場
を
支
持
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
あ
え
て
密
雲
－
漢
月
の
宗
旨
論
争
に
は
立

ち
入
ら
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
は
う
が
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
の
中
央
に
位
置
す
る
「
天
童
派
の
諄
い
」
の
中

で
、
宗
旨
論
争
の
中
身
に
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
解
明
に
一
面
を
欠
く
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。

　
訳
者
は
、
別
稿
に
お
い
て
、
こ
う
い
つ
た
点
に
論
及
し
、
「
こ
の
様
に
陳
垣
が
門
戸
勢
力
の
争
い
と
断
じ
た
清
初
の
僧
門
の
裏
に
は
、

種
々
の
宗
旨
論
争
が
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
明
末
に
於
け
る
密
雲
・
費
隠
を
核
と
し
た
臨
済
内
部
、

更
に
は
済
洞
間
の
宗
旨
論
争
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
清
初
の
僧
謹
を
解
明
す
る
上
に
も
不
可
訣
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
と
断
じ
て
い

る
（
「
明
末
清
初
僧
謹
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
一
九
八
七
、
一
二
、
　
『
第
一
届
中
国
域
外
漢
籍
国
際
学
術
会
議
論
文
集
』
所
収
）
。
こ

の
点
、
訳
者
の
宗
旨
論
争
に
関
す
る
一
連
の
論
考
は
、
以
上
の
欠
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

　
第
二
に
問
題
と
し
た
い
こ
と
は
、
前
節
で
本
書
の
第
四
の
特
色
と
し
た
点
に
関
連
し
て
で
あ
る
。
一
読
す
れ
ば
明
白
な
よ
う
に
、
著

者
は
僧
上
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
遺
民
派
（
継
起
弘
儲
や
黄
梨
洲
ら
）
と
超
群
派
（
木
場
道
悉
や
銭
謙
益
ら
）
の
対
立
と
い
う
図

式
化
を
行
っ
た
上
で
、
前
者
を
肯
定
的
に
、
後
者
を
否
定
的
に
捉
え
る
立
場
に
立
っ
て
お
り
、
こ
の
間
の
器
財
は
実
に
徹
底
し
て
い
る

と
い
え
る
。
．
だ
が
、
こ
こ
に
問
題
は
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
巻
二
の
第
三
章
で
、
木
陳
が
継
起
を
糾
弾
し
た
際
、
調
停
を
し
ょ
う
と
し
た
継
起
の
嗣
・
能
魚
山
を
木
陳
が
平
手
打
ち
に

し
た
事
件
に
触
れ
、
こ
れ
は
彼
が
順
治
帝
よ
り
紫
衣
を
賜
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
　
「
魚
山
は
明
の
遺
民
で
あ
る
の
に
、
成
り
上
が
り

の
身
で
あ
る
木
戸
は
彼
を
侮
り
、
君
子
で
あ
る
里
山
を
騙
し
た
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
七
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
先
に
述
べ

た
図
式
を
適
用
し
た
上
の
評
価
で
あ
る
。
従
っ
て
、
継
起
の
傲
慢
と
驕
奢
を
告
発
し
た
木
陳
の
書
簡
を
引
用
し
て
は
い
る
が
、
挙
国
が

継
起
を
深
く
悪
ん
で
の
こ
と
、
と
触
れ
る
程
度
で
、
そ
の
点
に
関
す
る
検
討
を
深
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
紛
争
の
一
方

の
当
事
者
で
あ
る
木
陳
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
主
張
を
考
察
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
特
に
巻
二
二
二
に
お
い
て
顕
著
な
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
木
陳
弾
劾
の
書
と
も
言
う
べ
き
性
格
を
備
え
て
い
る
。
本
書
に

は
、
木
陳
に
対
す
る
、
ほ
と
ん
ど
嫌
悪
や
憎
悪
の
情
と
も
い
う
べ
き
論
調
が
流
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
継
起
を
批
判
し
た
木
陳
の
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
な
か

を
引
い
て
、
「
木
陳
の
批
判
の
仕
方
は
、
ま
る
で
村
の
女
が
町
中
で
悪
態
を
つ
い
て
い
る
様
な
も
の
で
、
立
派
な
禅
僧
と
し
て
の
品
位

を
失
っ
て
い
る
。
」
　
（
八
五
頁
）
と
非
難
し
、
具
徳
を
暗
に
中
傷
し
た
文
章
を
引
い
て
は
、
「
木
陳
の
そ
の
狭
い
料
簡
は
、
何
と
も
見
下
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げ
は
て
た
も
の
で
あ
る
。
」
　
（
一
＝
二
頁
）
と
扱
き
下
ろ
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
「
成
り
上
が
り
の
身
で
あ
る
木
陳
は
」

と
い
っ
た
言
い
方
に
も
、
木
陳
に
対
す
る
侮
蔑
的
と
で
も
い
う
べ
き
視
線
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
、
木
子
の
立
場
か
ら
の

問
題
掘
り
下
げ
と
い
う
視
点
が
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
が
果
た
し
て
、
木
石
を
「
変
節
者
」
「
俗
物
」
と
決
め
つ
け

る
だ
け
で
問
題
は
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
自
身
の
思
想
を
そ
の
立
場
に
お
い
て
再
検
討
す
る
余
地
は
本
当
に
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
一
二
四
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
木
陳
の
「
宝
割
去
」
に
見
え
る
よ
う
な
、
仏
者
の
現
実
社
会
に
対
す
る
関
わ
り
方
に
注
目
し

た
考
え
方
が
、
全
く
私
利
私
欲
に
出
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
片
付
く
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
時
代
を
生
き
る
禅
者
と
し
て
の
木

陳
独
自
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
、
本
書
の
論
述
が
非
常
に
広
汎
な
資
料
を
博
引
し
な
が
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
全
体
を
通
じ
て
、

や
や
一
方
的
な
見
解
に
傾
い
て
い
る
と
い
う
印
象
を
拭
い
得
な
い
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
に
取
り
上
げ
た
よ
う
な
、
宗
旨
論
争
を
避

け
て
門
戸
の
争
い
に
専
ら
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
、
こ
の
殿
誉
褒
販
の
徹
底
化
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
も
い
え
よ

う
。
で
は
、
著
者
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
、
い
さ
さ
か
強
引
と
も
い
う
べ
き
方
法
で
本
書
を
執
筆
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ

と
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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六

　
本
書
執
筆
の
意
図
に
関
し
て
、
．
陳
垣
氏
は
公
刊
か
ら
二
十
年
を
経
た
一
九
六
二
年
三
月
、
中
華
書
局
か
ら
出
さ
れ
た
再
版
本
の
「
後

記
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
括
弧
内
は
筆
者
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。
一
部
補
訂
す
る
。
）

　
’
コ
九
四
一
年
（
本
書
発
表
の
年
）
、
日
本
軍
は
既
に
北
京
と
天
津
を
占
拠
し
て
し
ま
い
、
売
国
奴
た
ち
の
中
に
は
、
意
気
揚
々
と

　
隊
を
組
ん
で
日
本
へ
渡
っ
て
御
機
嫌
を
伺
い
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
そ
れ
を
栄
誉
と
し
て
同
郷
の
人
々
に
自
慢
す
る
者
が
い
た
。
ち
ょ

　
う
ど
そ
の
頃
、
私
は
諸
家
の
語
録
を
閲
読
し
て
い
て
、
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
こ
の
一
編
を
作
っ
た
の
で
あ
り
、
単
に
木
陳

　
ら
諸
僧
h
を
批
判
弾
劾
す
る
目
的
〕
の
た
め
だ
け
に
発
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
」
（
一
六
〇
頁
）

　
つ
ま
り
、
清
朝
に
仕
え
た
木
陳
ら
の
中
に
、
日
本
軍
の
占
領
統
治
に
協
力
す
る
偲
偏
政
権
を
始
め
と
し
た
「
七
曲
」
（
裏
切
者
、
売



国
奴
）
の
姿
を
だ
ぶ
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
艶
態
に
対
す
る
激
烈
な
非
難
と
侮
蔑
は
、
実
は
彼
ら
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
、
明
の
遺
民
で
あ
る
僧
俗
に
対
す
る
彼
の
好
意
的
態
度
に
は
、
抗
日
戦
に
挺
身
す
る
人
々
に
対
す
る
強
い
共
感
と
、

被
占
領
下
の
国
土
と
国
民
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
前
後
に
著
さ
れ
た
他
の
作
品

に
関
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
陳
零
墨
は
、
劉
目
差
②
に
引
く
、
一
九
五
〇
年
の
あ
る
書
簡
の
中
で
、
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う

に
回
顧
し
て
い
る
。

　
「
九
・
一
八
（
一
九
三
一
年
、
満
州
事
変
勃
発
）
以
前
は
、
同
学
の
為
に
嘉
定
銭
氏
（
大
所
）
の
学
を
講
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後
、

　
世
の
中
が
急
速
に
変
化
し
た
の
で
、
顧
氏
（
炎
武
）
の
『
日
知
録
』
に
変
え
、
事
功
に
意
を
注
ぎ
、
経
世
の
学
は
こ
こ
に
あ
る
と
考

　
え
允
。
〔
一
九
三
七
年
に
〕
北
京
が
陥
落
し
て
後
、
〔
占
領
さ
れ
た
〕
北
方
の
士
気
が
萎
靡
し
た
の
で
、
全
謝
山
の
学
を
講
じ
て
振
い

　
た
た
せ
た
。
遠
山
は
降
人
を
排
斥
し
、
故
国
の
思
想
を
激
発
し
た
〔
か
ら
で
あ
る
〕
。
私
の
『
旧
五
代
史
輯
本
発
覆
』
（
三
七
）
『
明

　
季
演
黙
仏
教
考
』
（
四
〇
）
『
清
掻
僧
諄
記
』
（
四
一
）
『
南
宋
磁
河
北
新
道
教
門
』
（
四
一
）
『
通
鑑
胡
注
表
微
』
（
四
五
）
等
は
、
皆

　
こ
の
時
期
の
作
品
で
あ
り
、
報
国
の
道
は
こ
こ
に
尽
き
る
と
考
え
た
。
刊
行
し
た
著
書
は
数
十
万
言
、
道
士
や
僧
侶
、
歴
史
や
考
据

　
を
論
じ
て
は
い
る
が
、
留
手
詞
（
か
こ
つ
け
た
表
現
）
で
あ
っ
て
、
実
は
漢
好
を
斥
け
、
三
冠
（
日
本
の
侵
略
者
）
を
斥
け
、
平
政

　
を
責
め
る
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
」
（
一
〇
三
頁
）

　
こ
の
点
に
つ
い
て
方
豪
氏
⑳
は
、
個
々
の
著
述
を
挙
げ
な
が
ら
、
抗
戦
人
士
に
対
す
る
敬
慕
の
情
、
抗
戦
必
勝
の
信
念
、
漢
好
に
対

す
る
激
烈
な
批
判
な
ど
が
随
所
に
込
め
ら
れ
て
お
り
、
陳
重
氏
の
愛
国
の
思
想
が
温
れ
出
た
作
品
群
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
更
に

阻
碍
和
②
は
、
陳
下
馬
の
「
史
学
研
究
上
の
卓
越
し
た
成
果
」
の
一
つ
と
し
て
、
「
抗
日
戦
争
時
期
の
『
歴
史
に
よ
っ
て
政
治
を
論
じ

た
』
著
作
」
と
い
う
項
で
詳
し
く
論
じ
て
お
り
、
「
自
己
の
史
学
研
究
と
課
堂
教
学
と
を
陣
地
と
し
て
、
愛
国
主
義
を
宣
伝
し
、
民
族

の
気
節
を
発
揚
し
、
回
心
（
被
占
領
）
地
区
人
民
の
闘
志
を
鼓
舞
し
た
。
」
（
一
〇
六
頁
）
と
総
括
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
本
書
に
お
け
る
車
垣
氏
の
ね
ら
い
は
実
に
明
確
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
現
実
の
問
題
か
ら
遊
離

し
た
、
単
な
る
過
去
の
事
実
の
考
証
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
陳
垣
氏
の
歴
史
解
釈
の
問
題
に
関
し
て
は
、
増
淵
龍

夫
氏
⑳
の
す
ぐ
れ
た
論
考
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
増
淵
氏
は
、
『
通
鑑
胡
注
望
潮
』
を
例
に
挙
げ
て
、
岡
垣
氏

の
内
面
的
歴
史
理
解
の
あ
り
方
に
言
及
し
、
「
中
国
の
人
々
の
歴
史
理
解
な
り
、
歴
史
解
釈
の
基
底
に
は
、
常
に
現
実
の
問
題
が
ふ
ま
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え
ら
れ
て
お
り
、
過
去
と
現
実
と
が
、
時
間
を
越
え
て
、
追
体
験
に
よ
る
内
面
的
理
解
に
よ
っ
て
主
体
的
に
交
流
し
て
い
る
」
（
同
書

一
〇
〇
頁
）
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
時
に
お
け
る
山
回
氏
の
歴
史
理
解
の
根
本
問
題
を
考
え
て
い
く
な
ら
ば
、
一
九
四
一
年
に
発
表
さ
れ
た
『
清
初
僧

士
爵
』
と
い
う
書
物
の
性
格
は
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
こ
う
い
つ
た
視
点
に
立
っ
て
書
か
れ
て
い

る
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
は
本
書
の
学
術
的
価
値
を
既
め
る
も
の
で
は
な

く
、
明
清
禅
宗
史
研
究
の
優
れ
た
先
達
と
し
て
、
今
後
も
そ
の
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
む
し
ろ
我
々
は
、
陳
垣

氏
の
本
書
執
筆
の
意
図
と
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
た
上
で
、
本
書
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
時
に
初
め
て
明
血
清
初
の
禅
宗
史
・
思
想
史
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
被
占
領
下
の
中
国
に
お
け
る
一
歴
史
家
の
思
想
と
い

う
も
の
に
対
し
て
も
十
分
に
理
解
し
考
察
す
る
道
が
開
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

七
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最
後
に
な
っ
た
が
、
本
書
の
訳
註
書
と
し
て
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
仏
教
史
の
研
究
文
献
を
読
む
場
合
、
何
よ
り
も

原
資
料
自
体
に
特
殊
な
用
語
や
概
念
が
多
く
、
専
門
家
で
な
い
と
、
取
り
付
き
に
く
い
印
象
を
受
け
が
ち
で
あ
る
。
著
者
が
「
小
引
」

で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
宗
門
の
慣
例
制
度
」
に
不
慣
れ
な
者
に
と
っ
て
は
、
原
典
の
引
用
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
本
書
の

よ
う
な
文
献
は
、
誠
に
読
み
づ
ら
い
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
点
、
こ
の
訳
著
の
よ
う
な
平
易
で
丁
寧
な
口
語
訳
は
、
大
変
有
難
い
も
の

で
あ
る
。
更
に
訳
者
は
、
本
文
の
読
解
を
助
け
る
為
に
、
実
に
行
き
届
い
た
膨
大
な
量
の
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
特
に
本
文
に
登
場
す

る
人
物
に
関
し
て
は
、
直
接
僧
謹
に
関
係
し
な
い
者
を
含
め
て
、
そ
の
伝
記
資
料
や
著
述
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
注
記
し
て
お
り
、
巻

末
の
人
名
・
書
名
索
引
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る
と
、
大
変
便
利
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
人
名
や
事
項
に
関
す
る
注
釈
の
中
で
、
関

連
の
研
究
文
献
を
広
く
指
摘
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
近
年
の
明
清
仏
教
史
研
究
の
動
向
を
瞥
見
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
更
に
、

原
著
巻
頭
の
「
宗
派
表
」
「
世
系
表
」
に
つ
い
て
も
、
各
僧
侶
の
生
卒
年
を
記
し
た
上
、
順
番
に
番
号
を
打
ち
、
訳
註
巻
末
に
訳
者
が

製
作
し
た
「
僧
伝
・
著
述
一
覧
」
と
照
合
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
コ
覧
」
は
、
明
末
清
初
の
臨
済
・
曹
洞
の
禅
僧
百
三
人
を
取
り
上
げ



て
お
り
、
僧
諄
に
関
す
る
資
料
の
所
在
を
検
索
す
る
為
だ
け
で
な
く
、
明
清
仏
教
史
研
究
の
為
に
大
変
便
利
な
工
具
書
が
与
え
ら
れ
た

と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
詳
細
な
注
釈
を
含
め
て
、
訳
者
の
綿
密
な
調
査
と
考
証
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
巻
末
に
附
録
と
し
て
、

原
著
の
影
印
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
便
利
で
あ
る
。
た
だ
、
一
言
注
文
を
付
け
た
い
こ
と
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
陳
垣

氏
の
本
書
執
筆
の
意
図
に
関
し
て
、
「
訳
者
は
し
が
き
」
で
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
一
般
読
者
に
対
し
て
は
、
や
は
り
若

干
の
解
説
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

八

　
以
上
、
本
書
の
意
義
、
及
び
若
干
の
疑
問
点
、
並
び
に
訳
註
書
と
し
て
の
特
色
等
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
筆
者
は
、
中
国
禅
宗
史

の
専
門
家
で
な
い
為
、
腰
垣
氏
の
原
著
の
内
容
、
並
び
に
野
口
氏
の
訳
註
に
関
し
て
も
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
点
ふ
誤
っ
て
受
け
と
め

た
点
な
ど
が
多
々
あ
る
と
思
う
。
一
面
的
な
紹
介
と
批
評
に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
訳
者
、
並
び
に
今
は
亡
き
著
者
に

対
し
て
、
御
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　
本
書
が
単
に
過
去
の
禅
宗
史
の
問
題
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
広
く
中
国
の
宗
教
思
想
史
に
対
し
て
新
た
な
目
を
向
け
さ
せ
、
更
に

歴
史
理
解
の
問
題
を
考
察
す
る
為
の
一
助
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
極
め
て
今
日
的
な
意
義
が
存
す
る
と
い
え
よ
う
。
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五
頁
　
附
録
原
著
影
印
　
九
四
頁
　
索
引
付
　
九
〇
〇
〇
円
）

〔
附
記
〕

要
垣
氏
に
関
す
る
資
料
の
収
集
に
際
し
て
、

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

北
京
師
範
大
学
の
周
桂
釧
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し


